
参考資料１ 

中央教育審議会生涯学習分科会について 

 

１．中央教育審議会について  

○設置の経緯 

  中央省庁等改革の一環として、従来の中央教育審議会を母体としつつ、生涯学習審議会、理

科教育及び産業教育審議会、教育課程審議会、教育職員養成審議会、大学審議会、保健体育審議

会の機能を整理・統合して、平成１３年１月６日付けで文部科学省に設置。 

  平成２７年１０月１日より、文部科学省の外局としてスポーツ庁が設置され、スポーツに関

する事務は同庁に設置されるスポーツ審議会に移管。 
 

○審議会の主な所掌事務 

（１）文部科学大臣の諮問に応じて、教育の振興及び生涯学習の推進を中核とした豊かな人間

性を備えた創造的な人材の育成に関する重要事項を調査審議し、文部科学大臣に意見を

述べること。 

（２）文部科学大臣の諮問に応じて生涯学習に係る機会の整備に関する重要事項を調査審議し、

文部科学大臣又は関係行政機関の長に意見を述べること。 

（３）法令の規定に基づき審議会の権限に属させられた事項を処理すること。 

 

 

２．生涯学習分科会の主な所掌事務   

（１）生涯学習に係る機会の整備に関する重要事項を調査審議すること。 

（２）社会教育の振興に関する重要事項を調査審議すること。 

（３）視聴覚教育に関する重要事項を調査審議すること。 

（４）青少年の健全な育成に関する重要事項を調査審議すること。 

（５）生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律、社会教育法及び日本語

教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する法律第１５条

の規定に基づく事項を処理すること。 

 

３．生涯学習分科会（第１３期）の構成  

（１）委員２３名(委員５名、臨時委員１８名） 

（２）任期 

   委  員：令和７年３月１０日から令和９年３月９日まで 

   臨時委員：令和７年３月１３日から令和９年３月９日まで 

 

中  央  教  育  審  議  会   

 

 生 涯 学 習 分 科 会 

    

 初 等 中 等 教 育 分 科 会  

 大 学 分 科 会      

   注）   は分科会 令和７年３月時点 


